
今年度の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度スタッフ 

 

 

 

運営委員 南丹ブロック 千代川こども園 山本 未智 

山城ブロック 
幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園  

松井ケ丘保育園 
山本 智子 乙訓ブロック 

幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園  

海印寺保育園  
金築 えり 

舞鶴ブロック さくらこども園 村田 陽子 宇治ブロック 伊勢田こども園 南  美樹  

福知山ブロック 上川口保育園  塩見 道代 北丹ブロック たんぽぽ保育園 仲西 典代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

会  長 今 里 こ ど も 園  笠置 英恵 

副 会 長 ひいらぎこども園 中田 純子 

庶  務 大 井 こ ど も 園  橘  信子  

令和元年度 第 1号 

京都府保育士会だより 

☆京都府保育士会キャリアアップ研修 

8 月 7 日（水）本願寺聞法会館 10:00～16:00 

◇保育実践分野―〇言葉・音楽を使った遊び 

        〇物・自然を使った遊び 

                    参加費（会員）全日 1,000 円です。 

☆全国保育士会研究大会 

 ◇1０月２４日（木）～２５日（金）島根県 

（一社）京都府保育協会より 

3 歳未満児にふさわしい保育の環境～指さしを通した応答性からの考察～というタイトルで 

研究発表があります。 

☆近畿ブロックリーダーセミナー 

 ◇1１月 3０日（土）神戸三宮 ホテル北野プラザ六甲荘 

（三宮駅から徒歩 10分） 

 キャリアアップ研修 寺見 陽子先生（神戸松蔭女子学院大学大学院教授） 

 保育の質を考える ～人的環境としての保育士のあり方～ 

※リーダーセミナーは参加費無料です。 

☆研修会、ワークショップのご案内は、京都府保育協会内・京都府保育士会事務局より、発信します。 

皆様お誘いあわせの上、お申し込みください。 

 

 

 

発行責任者 

京都府保育士会 

会長 笠置 英恵 

（今里こども園） 

 

 
テーマ「子ども主体の保育」の理解促進と質の向上をめざして 

 保育人材不足という現状の中で、いかに保育士・保育教諭の「質の向上」を目指していくかが大き

な課題となっています。キャリアアップ研修で最新の保育分野に関する専門知識を学ぶことの大切さ

は大前提ながら、園内研修等で自園の「理念の伝達」、職員間の「対話と共有」、管理職・リーダー職

員の「リーダーシップ」をいかに学びに生かせるかということも「質の向上」の重要ポイントだと思

います。そこで、京都府保育士会では、令和元年度、「より質の高い保育の実現」を目指して、経験年

数に合った研修や研究の機会を提供し、保育者の意欲とやりがいを高めていきたいと考えています。 

 

 



 

 

 すべての子どもは、豊かな愛情の中で心身ともに健やかに育てられ、自ら伸びてい 

く無限の可能性を持っています。 
私たちは、子どもが現在（いま）を幸せに生活し、未来（あす）を生きる力を育てる

保育の仕事に誇りと責任をもって、自らの人間性と専門性の向上に努め、一人ひとりの

子どもを心から尊重し、次のことを行います。 

私たちは、子どもの育ちを支えます。 

私たちは、保護者の子育てを支えます。 

私たちは、子どもと子育てにやさしい社会をつくります。 

（子どもの最善の利益の尊重） 

1. 私たちは、一人ひとりのこどもの最善の利益を第一に考え、保育を通してその福祉

を積極的に増進するように努めます。 

（子どもの発達保障） 

２.私たちは、養護と教育が一体となった保育を通して、一人ひとりの子どもが身心ともに

健康、安全で情緒の安定した生活ができる環境を用意し、生きる喜びと力を育むことを基

本として、その健やかな育ちを支えます。 

（保護者との協力） 

3.私たちは、子どもと保護者のおかれた状況や意向を受けとめ、保護者とより良い協力関係

を築きながら、子どもの育ちや子育てを支えます。 

（プライバシーの保護） 

4.私たちは、一人ひとりのプライバシーを保護するため、保育を通して知り得た個人の情報

や秘密を守ります。 

（チームワークと自己評価） 

5.私たちは、職場におけるチームワークや、関係する他の専門機関との連携を大切にします。 

 また、自らの行う保育について、常に子どもの視点に立って自己評価を行い、保育の質の

向上を図ります。 

（利用者の代弁） 

6.私たちは、日々の保育や子育て支援の活動を通して子どものニーズを受けとめ、子どもの

立場に立ってそれを代弁します。 

 また、子育てをしているすべての保護者のニーズを受けとめ、それを代弁していくことも

重要な役割と考え、行動します。 

（地域の子育て支援） 

7.私たちは、地域の人々や関係機関とともに子育てを支援し、そのネットワークにより地域

で子どもを育てる環境づくりに努めます。 

（専門職としての責務） 

８.私たちは、研修や自己は研鑽を通して、常に自らの人間性と専門性の向上に努め、専門

職としての責務を果たします。 

                        社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

全国保育協議会 

全国保育士会 

 

全国保育士会倫理要綱 



日々の保育にご活用ください 
 

◇全国保育士会 HP よりダウンロードできます 

  小学校との連携時に活用ください    各園で倫理チェックに役立ててください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇研修用ワークブックは 10 冊 1,000円です。 

新採研修等にとても重宝です。       今年度は保育の質をとことん追求します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇厚生労働省HPからダウンロードできます「子どもを中心に保育の実践を考える」 

www.mhlw.go.jp/content/11907000/000512774.pdf 

http://www.mhlw.go.jp/content/11907000/000512774.pdf

